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1 ま え が き

当社の火カ ユニ ットにはオペレ ー ジ ョ ンレコ ー

ダが設備されていて， ユ ニットインクーロックの
動作原因， 主要補機， 主要弁および油圧スイッチ
等の状態を常時記録にとり， ユニ ットトリップ時
の原因追求に使用されている。オペレ ー ジョンレ
コーダはユニ ットトリップ時にトリッフ゜信号によ
りチャ ー トが通常時より早送りされるので， トリ
ッフ゜後の記録ではペンの動いた時間を0.1秒のオ
ーダまで分解することができるが， トリップ前の
記録ではペンの動きを秒のオ ー ダまで分解するこ
とはむずかしい。

当研究所ではユニットトリッフ゜直前のユニット
の状態を0.01秒のオ ー ダまで分解して， トリップ
原因を解析し表示することができるトリップ原因

中部精機味と共同で開発したので概
要を報告する。

2 装 置 概
(1) 機 能概

今回開発したトリップ原因解析装置はマイクロ

要

* * * OPER.� TIOX RECORD ** *
じKITXO. : W-4 
TRIP TI:IIE : 81-04-0415: 42: 14 
TRIP CAじSE : 94/HQ 

* * * Operation Graph (1) * * *
1111111112222 2222233333333 a, 

1
` 123H678901234567812H 567n0123H67 80 
点， 99 9 9 9 9 9 9 9 6 6 3 R F P A M)［ C 3 A L C 3 A T T ;: F 
E i 

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 H CB LA QC 3 T QC 3T OS DD 
/ // / / / / / / S D DX B 2 LO L VHS Y V LAS X F F 

/ R : B F〗ASHLHPFL4XF NYIOL210LX2\S 
s :: : \ i'しB P o u x Hし 2X F 2 2 6 X \＇ ； x y ; 5,•\ 
E i9 : e x x L x x 5 2 ;i l 2 2 2 52 9 0 

X 1 1 

-10l I I I

[［i|：喜ここIII[I[

コンビュ ー クのメモリィ機能を利用して， ユニ ッ
トインク ー ロックの動作原因， 主要補機， 主要弁
および油圧スイッチ等の入力点の状態を常時循環
的に記憶しておき， ユニットトリッフ時にトリッ
プ信号を検出して， 入力点の状態をトリップ前20

秒の時点からフ゜リンクに打出すと同時にトリップ
原因を印字することができる。

第1図にボイラ運転中に行った下記インクーロ
ックテスト時のトリップ原因解析装圏の記録を示
すが， トリッフ゜直前の微少時間に動作した入力点
の時間的順序をはっきりと分解す る こ と が で き
る。
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(2) 装置構成概略
装置構成の概略を第2図に示す。
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第2図 肇置構成プロック図

本体部：記憶範囲はトリップ前20秒から後10秒
の間。サンプリング聞隔0.01秒。

人力部：高耐圧ホトカプラによる入出力間絶縁
方式。

プリンク：ドットイ ンパクトマトリックス方
式。印字速度 約1桁／秒。

3 あ と が き

本装置は現在西名古屋火力4号ユニ ットに設置
して， 機能および耐久性について実用化テスト中
であるが， 今後ユニットトリップ時の原因追述に
有効な装謹になると思われる。 （機械研究室）
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